
　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

人権・
男女共
同参画

課

台東区ワーク・ラ
イフ・バランス推
進企業認定制度の

検討

・ワーク・ライ
フ・バランス推進
認定企業　5社
・ワーク・ライ

フ・バランス講座
（企業向け）
参加人数8人

・ワーク・ライ
フ・バランス講座

（区民向け）
参加人数16人

・ワーク・ライ
フ・バランス推進
認定企業　8社
・ワーク・ライ

フ・バランス講座
（企業向け）
参加人数8人

・ワーク・ライ
フ・バランス講座

（区民向け）
参加人数延33人

・ワーク・ライ
フ・バランス推進
認定企業　１１社
・ワーク・ライ

フ・バランス講座
（企業向け）
参加人数４人

・ワーク・ライ
フ・バランス講座

（区民向け）
参加人数延３０人

・ワーク・ライ
フ・バランス推進
認定企業　事業実

施予定
・ワーク・ライ

フ・バランス講座
（企業向け）

６月２０日開催予
定

・ワーク・ライ
フ・バランス講座

（区民向け）
実施予定

産業振
興課

検討・準備

ワークライフバラ
ンス資金

創設

職場環境等向上支
援

（ワーク・ライ
フ・

バランス推進支援
１件）

ワークライフバラ
ンス資金

実施（実行１件）

職場環境等向上支
援（助成6件（内
ワーク・ライフ・
バランス推進支援

助成2件））

ワークライフバラ
ンス資金

実施（実行2件）

職場環境等向上支
援（助成7件（内
ワーク・ライフ・
バランス推進支援

助成0件））

ワークライフバラ
ンス資金

実施

職場環境等向上支
援

助成15件

ワーク・ライフ・バ
ランスの推進に取組
む企業に対する優遇
措置について、導入
に向けた取組を行い
ます。

◎ワーク・ライフ・
バランスを推進する
ための取組
　
【新規】

105 － 推進 Ａ
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人権・
男女共
同参画

課

実施

女性向け再就職支
援講座
2講座

延11名参加

女性向け再就職支
援講座
2講座

延1６名参加

国・都の取組み
情報提供

女性向け再就職支
援講座
2講座

延29名参加

国・都の取組み
情報提供

女性向け再就職支
援講座

２講座実施予定

国・都の取組み
情報提供

子育
て・若
者支援

課

実施 実施 実施 実施 実施

産業振
興課

セミナー１回
（「ワーク介護バ
ランス」が会社を
変える！参加16

名）

セミナー２回
（女性社員の能力
を２割アップさせ
る育成のポイン

ト）
（多様な社員の活

かし方）

女性の再就職を支
援する講座の実施

2回

女性の再就職を
支援する講座
実施（２回）

女性の再就職を
支援する講座
実施（２回）

子育
て・若
者支援

課

産業振
興課

検討・準備

職場環境等向上支
援

（ワーク・ライ
フ・バランスの推

進支援
１件）

経営セミナー実施
６回

職場環境等向上支
援（助成6件（内
ワーク・ライフ・
バランス推進支援

助成2件））

経営セミナー実施/
８回

職場環境等向上支
援（助成7件（内
ワーク・ライフ・
バランス推進支援

助成0件））

経営セミナー実施

職場環境等向上支
援

助成15件

107

経営セミナー等を活
用し、各種制度の案
内等を行い、経営対
策の一環として、行
動計画の策定を促進
します。

一般事業主行動計画
策定の促進

※予算事業名：
　企業・人材育成支
援

事業者向け
セミナー実施時

情報提供

106

区内の企業等が、仕
事と家庭を両立しや
すい雇用環境の整備
に取組めるよう、両
立支援に関する制度
や都の支援事業など
の情報を提供しま
す。

区内企業等に対する
意識啓発及び情報提
供

※予算事業名：
　男女共同参画の推
進、
　雇用・就業支援、
　経営相談

女性の再就職を
支援する講座

実施

国・都の取組み
情報提供

推進

推進

Ａ

Ａ
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108 ◎男女平等参画

人権・
男女共
同参画

課

男女平等参画社会の
実現に向け、講座な
どによる意識啓発を
はじめとする取組を
推進します。

はばたきプラン21
推進会議

2回

男女平等推進
フォーラム

1回

男女平等参画
推進講座

9回

男女平等推進
情報誌の発行

2回

継続

はばたきプラン２
１推進会議

2回

男女平等推進
フォーラム

1回

男女平等推進講座
11回

男女平等推進情報
誌の発行

2回

はばたきプラン２
１推進会議

４回

男女平等推進
フォーラム

1回

男女平等参画推進
講座
10回

（計画No106の事
業を含む）

男女平等推進情報
誌の発行

２回

はばたきプラン２
１推進会議

４回

男女平等推進
フォーラム

1回

男女平等参画推進
講座
10回

（計画No106の事
業を含む）

男女平等推進情報
誌の発行

２回

はばたきプラン２
１推進会議

４回

男女平等推進
フォーラム

1回

男女平等参画推進
講座
10回

（計画No106の事
業を含む）

男女平等推進情報
誌の発行

２回

はばたきプラン２
１推進会議

４回開催予定

男女平等推進
フォーラム

1回開催予定

男女平等参画推進
講座

１２回開催予定
（計画No106の事

業を含む）

男女平等推進情報
誌の発行

２回発行予定

Ａ

109

◎お父さんのための
土曜講座

※予算事業名：
子ども家庭支援セ

ンター運営

子ども
家庭支
援セン
ター

父親を対象とし、子
どもとの関わり方や
遊び方等の講座を実
施し、子育て力の向
上、積極的な育児参
加を推進します。

18回 推進 24回 32回 37回 40回 43回 Ａ

167

◎ 家 庭 教 育 学 級
【再掲】

※予算事業名：
　家庭教育の振興

生涯学
習課

家庭教育力を一層高
めるため、幼稚園・
保育園・こども園・
小・中学校に通園・
通学する子どもの保
護者を対象に、家庭
教育学級を実施しま
す。

43会場 継続

110 ◎子ども医療費助成

子育
て・若
者支援

課

中 学 ３ 年 生 修 了 時
（１５歳に達する日
以後の最初の３月３
１日）までの児童の
保険診療医療費の自
己負担分を入院時の
食事代も含め助成し
ます｡

助成件数
311,610件

継続
助成件数

314,706件
助成件数

326,778件
助成件数

325,630件
助成件数

337,220件
助成件数

342,801件
Ａ
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111
弱視等治療用眼鏡助
成

子育
て・若
者支援

課

９歳未満の児童を対
象に健康保険の適用
となった弱視等治療
用眼鏡等の更新や修
理にかかる費用の一
部を助成します。

助成件数
10件

継続
助成件数

５件
助成件数

４件
助成件数

10件
助成件数

8件
助成件数

8件
Ａ

112 児童手当

子育
て・若
者支援

課

中 学 ３ 年 生 修 了 時
（１５歳に達する日
以後の最初の３月３
１日）までの児童を
養育する父または母
などに手当を支給し
ます。

受給者数
11,910人

継続
受給者数

11,981人
受給者数

12,083人
受給者数

12,035人
受給者数

12,407人
受給者数

12,543人
Ａ

113
私立幼稚園保護者補
助

庶務課

私立幼稚園の保護者
負 担 を 軽 減 す る た
め、区単独事業とし
て補助金を支給しま
す。

補助園児数
延べ11,704件

継続
補助園児数

延べ11,119件
補助園児数

延べ11,230件
補助園児数

延べ10,997件
補助園児数

延べ10,969件
補助園児数

延べ9,036件
Ａ

114
認証保育所保育料助
成

児童保
育課

対象児童が認可保育
園に入所した場合の
保育料と、認証保育
所と契約した基本時
間の保育料（延長保
育 料 、 消 費 税 は 除
く）を比較し、その
差 額 に 応 じ て 、
5,000円刻みで上限
40,000 円 を 助 成 し
ます（平成28年3月
ま で は 上 限 20,000
円）。

助成件数
延べ3,700件

継続
助成件数

延べ3,250件
助成件数

延べ3,813件
助成件数

延べ3,202件
助成件数

延べ2,718件
助成件数

延べ2,728件
Ａ
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子育
て・若
者支援

課

実施 実施 実施 事業終了 事業終了

産業振
興課

協賛店舗数
３１０店舗

協賛店舗数
９３店舗

（一部店舗は、
「子育て応援とう
きょうパスポー
ト」（東京都事
業）」へ移行）

協賛店舗数
９３店舗

（一部店舗は、
「子育て応援とう
きょうパスポー
ト」（東京都事
業）」へ移行）

事業終了 事業終了

116
にぎやか家庭応援プ
ラン

子育
て・若
者支援

課

第３子以降の児童に
つ い て 、 ラ イ フ ス
テージの節目となる
出生、小・中学校入
学時に祝品を贈呈し
ます。

申請率
97%

推進
申請率
94.3％

申請率
99％

申請率
99％

申請率
97.3%

申請率
97%

Ａ

117 就学援助 学務課

小・中学校の児童・
生徒の給食費や学用
品費など学校で必要
な費用の支払いが経
済的理由により困難
な保護者に対してそ
の費用の一部を援助
します。

小学生
1,765人

中学生
976人

継続

小学生
1,698人

中学生
975人

小学生
1,637人

中学生
877人

小学生
1,597人

中学生
860人

小学生
1,496人

中学生
791人

新入学予定者
72人

小学生
1,451人

中学生
772人

新入学予定者
176人

Ａ

118 奨学金貸付

子育
て・若
者支援

課

高校等へ修学するた
めの費用の支払いが
経済的理由により困
難な者またはその父
母に対して、無利子
で資金等の貸付を行
います。

奨学資金
貸付人数

9人

入学資金
貸付人数

3人

―

奨学資金貸付人数
9人

入学準備金
貸付人数

1人

入学資金貸付人数
０人

奨学資金
貸付人数

7人

入学資金
貸付人数

1人

奨学資金
貸付人数

５人

入学資金
貸付人数

０人

事業終了 事業終了 Ａ

115

区内の協賛店舗で割
引等のサービスが受
けられる「たいとう
すくすく手形」を配
布することにより、
子育て世帯の経済的
負担を緩和します。

子育て応援店舗推進

利用率
43.5%

協賛店舗数
303店舗

推進 Ａ
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119
ひとり親家庭医療費
助成

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で、１
８歳に達する日以後
の最初の３月３１日
までの間にある児童
を養育する父、母又
は養育者とその児童
にかかる保険診療医
療費の自己負担分の
全部又は一部を助成
します。

助成件数
16,130件

継続
助成件数

19,785件
助成件数

21,446件
助成件数

20,308件
助成件数

19,551件
助成件数

20,308件
Ａ

120 児童育成手当

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で、１
８歳に達する日以後
の最初の3月31日ま
で の 間 に あ る 児 童
（児童に障害がある
場合は２０歳未満ま
で）を養育する父、
母又は養育者に手当
を支給します。

受給者数
1,587人

継続
受給者数
1,561人

受給者数
1,561人

受給者数
1,537人

受給者数
1,464人

受給者数
1,464人

Ａ

121 児童扶養手当

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で、１
８歳に達する日以後
の最初の3月31日ま
で の 間 に あ る 児 童
（児童に中度以上の
障害がある場合は２
０歳未満まで）を養
育する父、母又は養
育者に手当を支給し
ます。

受給者数
1,080人

継続
受給者数
1,082人

受給者数
1,063人

受給者数
1,007件

受給者数
954人

受給者数
1031人

Ａ

122
母子生活支援施設管
理運営

子育
て・若
者支援

課

児童の養育が十分に
できない場合に居室
の提供（入所）及び
母子支援員による生
活 援 助 を 行 い な が
ら、抱えている諸問
題 の 解 決 を 図 り ま
す。
また、関係機関と連
携して地域で生活す
る こ と を 目 指 し て
様々な支援を行いま

実施 継続 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

123
ひとり親家庭ホーム
ヘルプサービス

子育
て・若
者支援

課

日常生活を営むのに
著しく支障があるひ
と り 親 家 庭 に 対 し
て、一定の期間ホー
ム ヘ ル パ ー を 派 遣
し、必要な援助を行
います。

利用世帯
1世帯

派遣時間
90時間

継続

利用世帯
1世帯

派遣時間
7時間

利用世帯
１世帯

派遣時間
32時間

利用世帯
３世帯

派遣時間
199.5時間

利用世帯
4世帯

派遣時間
98.5時間

利用世帯
2世帯

派遣時間
100時間

Ａ
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【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

124

ひとり親家庭レクリ
エーション

※予算事業名：
交通遺児家庭等レ

クリエーション

子育
て・若
者支援

課

台東区母子寡婦福祉
協議会と共催で、交
通遺児家庭等ひとり
親 家 庭 を 無 料 招 待
し 、 関 東 近 辺 の レ
ジャー施設等にバス
で 日 帰 り の レ ク リ
エーションを開催し
ます。

2回実施

参加者満足度
100%

継続

参加者満足度
100%

２回実施

参加者満足度
100％

2回実施

参加者満足度
100％

2回実施

参加者満足度
100％

2回実施

参加者満足度
100%

2回実施

参加者満足度
100%

Ａ

125
母子及び父子福祉資
金貸付事務

子育
て・若
者支援

課

母子及び父子家庭の
経済的自立と安定し
た生活を維持するた
めに、生活資金、修
学資金、就学支度資
金等の貸付けを行い
ます。

新規貸付件数
25件

継続
新規貸付件数

57件
新規貸付件数

93件
新規貸付件数

84件
新規貸付件数

82件
新規貸付件数

83件
Ａ

126
◎自立支援教育訓練
給付

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で児童
扶養手当受給者（同
水準の所得の者を含
む）に対し、雇用保
険制度に基づく教育
訓練給付の指定講座
等にかかる費用の一
部を訓練給付金とし
て支給します。

給付件数
3件

推進
給付件数

2件
給付件数

１件
給付件数

9件
給付件数

6件
給付件数

10件
Ａ

127 ◎高等職業訓練促進

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で児童
扶養手当受給者（同
水準の所得の者を含
む）に対し、就業に
むけた国家資格を取
得する場合、修業訓
練中の一定期間及び
修了後に給付金を支
給し、生活の負担軽
減と自立の促進を図
ります。

給付件数
3件

推進
給付件数

7件
給付件数

15件
給付件数

15件
給付件数

19件
給付件数

25件
Ａ

128
◎自立支援プログラ
ム策定

子育
て・若
者支援

課

ひとり親家庭で児童
扶養手当受給者（同
水準の所得の者を含
む）に対し、自立支
援プログラム策定員
によるカウンセリン
グ 、 プ ロ グ ラ ム 策
定、ハローワーク等
関係機関との連絡調
整、面接指導等を行
い、自立及び就労を
支援します。

プログラム
策定件数

50件
推進

プログラム
策定件数

58件

プログラム
策定件数

73件

プログラム
策定件数

78件

プログラム
策定件数

56件

プログラム
策定件数

60件
Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

129
都営交通無料乗車券
の交付

子育
て・若
者支援

課

児童扶養手当受給世
帯のうち1名が無料で
都営交通を利用でき
る乗車券を交付しま
す。

利用者数
710人

継続
利用者数
902人

利用者数
923人

利用者数
861人

利用者数
748人

利用者数
750人

Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

130
ＪＲ定期乗車券の割
引

子育
て・若
者支援

課

児童扶養手当受給世
帯を対象に、ＪＲ定
期乗車券を必要とす
る場合、割引で購入
できる証明書を発行
します。

発行枚数
320枚

継続
発行枚数
228枚

発行枚数
338枚

発行枚数
221枚

発行枚数
183枚

発行枚数
180枚

Ａ

子育
て・若
者支援

課

住宅課 ３件 1件 ０件 2件 3件

132

母子家庭への相談支
援

※予算事業名：母子
福祉

保護課

配偶者のいない女子
で児童を扶養中の母
子家庭を対象に、児
童の健全育成、健康
的、文化的生活の維
持のために相談に応
じます。

相談件数
100件

継続
相談件数
100件

相談件数
91件

相談件数
56件

相談件数
62件

相談件数
78件

Ａ

133 特別児童扶養手当

子育
て・若
者支援

課

２０歳未満の障害児
（者）を養育してい
る方に手当を支給し
ます。

受給者数
131人

継続
受給者数
149人

受給者数
124人

受給者数
122人

受給者数
121人

受給者数
140人

Ａ

実施

ひとり親家庭家賃等
債務保証

※予算事業名：高齢
者等家賃等債務保証

継続131

区と協定を結んだ民
間保証会社が、保証
人の代わりに家賃等
の債務保証を行う際
に、ひとり親世帯が
その民間保証会社に
支払う保証料の一部
を助成します。

Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

障害福
祉課

保健予
防課

135
◎心身障害児（者）
ヘルパー養成

障害福
祉課

移動支援のサービス
の担い手となるガイ
ドヘルパーを確保す
るため、養成研修を
実施します。

養成人数
29人

（累計：420人）
継続

養成人数
21人

(累計441人)

養成人数
29人

(累計:470人)

養成人数
24人

(累計:494人)

養成人数
20人

（累計：514人）

養成人数
30人

（累計：544人）
Ａ

136 ◎障害児通学支援
障害福
祉課

保護者の就労や疾病
などの理由により、
単独での通学が困難
な障害児の登下校時
などの送迎を支援す
ることにより、障害
児の安全の確保や保
護者の負担軽減を図
ります。

利用人数
41人

延べ利用回数
6,500回

継続

利用人数
54人

延べ利用回数
8,130回

利用人数
54人

延べ利用回数
7,361回

利用人数
50人

延べ利用回数
6,737回

利用人数
46人

延べ利用回数
6,102回

利用人数
42人

延べ利用回数
6,000回

Ａ

137
心身障害者日中一時
支援

障害福
祉課

障害児等を一時的に
預かり、日中におけ
る活動の場を提供す
ることにより、見守
り及び社会参加に適
応するための訓練等
を行う一般型の他、
高校生のみを対象と
した放課後支援型及
び高校生以上で医療
的ケアが必要な方を
対象とした医療的ケ
ア支援型を実施しま
す。

利用日数
600日

継続
利用日数
245日

利用日数
313日

利用日数
274日

利用日数
272日

利用日数
250日

Ａ

138
心身障害児（者）医
療費助成

障害福
祉課

心身障害児（者）が
病院、診療所等で診
断を受けたとき、窓
口で支払う健康保険
の自己負担分の全部
又は一部を助成しま
す。
対象者には申請によ
り受給者証を発行し
ます。

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
16人

継続

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
11人

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
23人

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
21人

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
20人

（18歳以下、
かつ、

子ども医療証
対象者を除く）

助成人数
24人

Ａ

134

屋外での移動が困難
な障害者にガイドヘ
ルパーを派遣し、地
域における自立生活
及び社会参加を支援
します。

◎障害者移動支援

※予算事業名：
　障害者移動支援、
　精神障害者障害福
祉サービス、
　難病患者等支援

（18歳以下）
利用者数

55人
Ａ

（18歳以下）
利用者数

31人

（18歳以下）
利用者数

30人

（18歳以下）
利用者数

39人

(18歳以下)
利用者数

42人

（18歳以下）
利用者数

49人
継続
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

139

障害児福祉手当

※予算事業名：
特別障害者等福祉

手当

障害福
祉課

２０歳未満の重度障
害児（者）が日常生
活を送る上で、その
重度の障害によって
生じる負担を軽減す
るために手当を支給
します。

（18歳以下）
受給者数

48人
継続

（18歳以下）
受給者数

45人

(18歳以下)
受給者数

43人

（18歳以下）
受給者数

47人

（18歳以下）
受給者数

39人

（18歳以下）
受給者数

33人
Ａ

140 重度心身障害者手当
障害福
祉課

常時複雑な介護が必
要な６５歳未満の最
重度障害児（者）に
対し、その重度の障
害によって生じる負
担を軽減するために
手当を支給します。

（18歳以下）
受給者数

21人
継続

（18歳以下）
受給者数

21人

(18歳以下)
受給者数

19人

（18歳以下）
受給者数

15人

（18歳以下）
受給者数
１3人

（18歳以下）
受給者数

11人
Ａ

141 難病患者福祉手当
障害福
祉課

６５歳未満の難病患
者に対して生活の安
定を図るために手当
を支給します。

（18歳以下）
受給者数

5人
継続

（18歳以下）
受給者数

12人

(18歳以下)
受給者数

17人

（18歳以下）
受給者数

17人

（18歳以下）
受給者数

15人

（18歳以下）
受給者数

15人
Ａ

142
身体障害児（者）補
装具

障害福
祉課

身体障害児（者）の
日常生活等を容易な
ものにするため車い
すや義手、義足等の
補 装 具 を 交 付 し ま
す。

（18歳以下）
支給件数

84件
継続

（18歳以下）
支給件数

62人

(18歳以下)
支給件数

97件

（18歳以下）
支給件数

76件

（18歳以下）
支給件数

92件

（18歳以下）
支給件数

87件
Ａ

143
心身障害者日常生活
用具給付

障害福
祉課

心身障害児（者）の
日常生活を容易なも
のとするため特殊寝
台や便器等の日常生
活用具等を給付しま
す。

（18歳以下）
給付件数

95件
継続

（18歳以下）
給付件数
105件

(18歳以下)
給付件数

93件

（18歳以下）
給付件数

63件

（18歳以下）
給付件数

74件

（18歳以下）
給付件数

74件
Ａ

144
心身障害児（者）緊
急一時保護

障害福
祉課

在宅で４歳以上６５
歳未満の心身障害児
（者）を介護してい
る保護者又は家族が
疾病などにより、家
庭での介護が困難と
なった場合に、心身
障害児（者）を一時
的に保護し、地域生
活を支援します。

（18歳以下）
利用件数
352件

継続
（18歳以下）

給付件数
216件

（18歳以下）
利用件数
161件

（18歳以下）
利用件数
124件

（18歳以下）
利用件数

84件

（18歳以下）
利用件数

75件
Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

障害福
祉課

保健予
防課

146
福祉タクシ－及び自
動車燃料費助成

障害福
祉課

重 度 障 害 児 （ 者 ）
で、歩行困難な肢体
不自由者又は障害の
程度が重いため、日
常生活上支障がある
方の利便を図るもの
で 、 指 定 の タ ク
シ ー に 乗 車 す る 場
合 、 １ か 月 あ た り
3,500円相当額分の
福祉タクシー利用券
を交付します。
また、本人又は生計
を一にする者が、自
動車を所有し、主に
心身障害者のために
利用する自家用乗用
車の燃料費を助成し
ま す 。 （ 福 祉 タ ク
シー利用券の受給者
は除く。）

福祉タクシー
（18歳以下）

受給者数
57人

自動車燃料費
助成

（18歳以下）
受給者数

9人

継続

福祉タクシー
（18歳以下）

受給者数
56人

自動車燃料費
助成

（18歳以下）
受給者数

10人

福祉タクシー
(18歳以下)
受給者数

55名

自動車燃料費
助成

(18歳以下)
受給者数

５名

福祉タクシー
（18歳以下）

受給者数
49人

自動車燃料費
助成

（18歳以下）
受給者数

5人

福祉タクシー
（18歳以下）

受給者数
66人

自動車燃料費
助成

（18歳以下）
受給者数

6人

福祉タクシー
（18歳以下）

受給者数
73人

自動車燃料費
助成

（18歳以下）
受給者数

6人

Ａ

147
リ フ ト 付 福 祉 タ ク
シー

障害福
祉課

福祉タクシーの受給
者資格に該当し、車
いす又は寝台使用の
方が、そのまま乗車
できるリフト付きタ
クシーを運行してい
ます。あらかじめ登
録し、利用日を所定
のタクシー会社に直
接予約することで、
普通タクシーの料金
で利用できます。

（18歳以下）
受給者数

21人
継続

（18歳以下）
受給者数

19人

(18歳以下)
受給者数

23名

（18歳以下）
受給者数

14人

（18歳以下）
受給者数

29人

（18歳以下）
受給者数

32人
Ａ

148 生活訓練所
障害福
祉課

心身障害児（者）を
対象に宿泊訓練等の
事業を実施している
施設を支援し、心身
障害児（者）の地域
社会での自立生活の
促進を目指します。

（18歳以下）
利用者数

17人
継続

（18歳以下）
利用者数

16人

（18歳以下）
利用者数

15人

（18歳以下）
利用者数

13人

（18歳以下）
利用者数

12人

（18歳以下）
利用者数

12人
Ａ

145

日常生活を営むのに
支障がある障害児
（者）の家庭に、
ホームヘルパーを派
遣し、家事、介護等
の必要な日常生活支
援を行います。

ホームヘルパーの派
遣

※予算事業名：
　障害福祉サービ
ス、
　精神障害者障害福
祉サービス
　難病患者等支援

（18歳以下）
利用者数

14人

（18歳以下）
利用者数

13人
Ａ

（18歳以下）
利用件数

11人

（18歳以下）
利用件数

11人

(18歳以下）
利用者数

14人

（18歳以下）
利用者数
1４人

継続
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

149
心身障害者通所訓練
助成

障害福
祉課

心 身 障 害 児 を 対 象
に、日常生活上の基
本動作等の指導及び
集団生活への適応訓
練等の事業を実施す
る施設を支援し、心
身障害児の自立生活
の 促 進 を 目 指 し ま
す。

（18歳以下）
利用者数

26人
継続

（18歳以下）
利用者数
２９人

（18歳以下）
利用者数

27人

（18歳以下）
利用者数

21人

（18歳以下）
利用者数

20人

（18歳以下）
利用者数

20人
Ａ

150
都営交通無料乗車券
の交付

障害福
祉課

心身障害児（者）等
が無料で都営交通を
利用できる乗車券を
交付します。

（18歳以下）
利用者数
299人

継続
293人

(１８歳以下手帳所
持者数)

（18歳以下）
利用者数
293人

（18歳以下）
利用者数
232人

（18歳以下）
利用者数
305人

（18歳以下）
利用者数
305人

Ａ

151 公共交通機関の割引
障害福
祉課

心身障害児（者）等
が 民 営 バ ス 、 タ ク
シー、航空機、有料
道路等を利用する場
合に、障害者手帳や
割引証の提示等を行
うことにより、料金
が割引されます。

（18歳以下）
有料道路割引

申請者数
30人

継続

(１８歳以下)
有料道路割引

申請者数
31人

（18歳以下）
有料道路割引

申請者数
28人

（18歳以下）
有料道路割引

申請者数
5人

（18歳以下）
有料道路割引

申請者数
25人

（18歳以下）
有料道路割引

申請者数
25人

Ａ

152

◎発達障害児の総合
的な相談支援の充実

※予算事業名：発達
障害児支援の推進

障害福
祉課

発達障害児（者）に
対 し て 、 ラ イ フ ス
テージに応じた一貫
した総合的な相談支
援を行うため、機能
の充実や体制の構築
など、相談支援のあ
り方について検討を
行い、方針を策定し
ます。
また、区民の発達障
害に対する理解を深
め る こ と を 目 的 と
し、講演会等を実施
し、意識啓発を図っ
ていきます。

庁内検討会
1回開催

講演会
2回

リーフレット
配布

推進

庁内検討会
２回開催

作業部会
６回開催

講演会
２回

広報啓発記事
１回掲載

関連施設視察
２施設

庁内検討会
５回開催
作業部会
６回開催

ファイル分会
３回開催

講演会
2回開催

広報啓発記事
1回掲載

方針策定
平成29年3月

庁内検討会
1回開催

庁内検討会作業部
会

２回開催

講演会
2回開催

リーフレット
（乳幼児版）
改訂・配布

庁内検討会
２回開催

庁内検討会作業部
会

２回開催
講演会

２回開催
　

　リーフレット
（学齢版・成人

版）
 作成

    サポートファイ
ル

配布

庁内検討会
1回開催

　
講演会

２回開催
　

　リーフレット
（学齢版・成人

版）
 配布
　

    サポートファイ
ル

配布

Ａ

153

◎心身障害児療育

※予算事業名：こど
も療育

障害福
祉課

発達に何らかの心配
のある子どもの保護
者や関係者からの相
談に応じ、助言・指
導 を 行 い ま す 。 ま
た、発達障害児への
支援体制を強化しま
す。

通所児童数
130人

相談児童数
190人

推進

通所児童数
１２５人

相談児数
１８１人

通所児童数
130人

相談児童数
240人

通所児童数
126人

相談児童数
286人

通所児童数
131人

相談児童数
307人

通所児童数
130人

相談児童数
280人

Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

154 発達相談
保健

サービ
ス課

発育の心配や発達の
遅れがある子どもの
早期発見や相談を目
的に、グループワー
クや個別のアドバイ
スを実施します。ま
た、必要時には専門
の療育機関に紹介し
ます。

実施 継続
発達相談

48回
発達相談

48回
発達相談

48回
発達相談

48回
発達相談

48回
Ａ

155 ◎外国人相談
くらし
の相談

課

タブレット端末を活
用した通訳と外国人
通訳による総合相談
を行います。

相談件数
160件

継続
相談件数
185件

相談件数
235件

相談件数
289件

相談件数
424件

相談件数
400件

Ａ

156

◎外国人とのコミュ
ニケーションのため
の日本語講座

※予算事業名：在住
外国人支援

区民課

外国人に対する日本
語指導の方法等を学
ぶ 講 座 を 開 催 し ま
す。

入門編
11日開催

実践編
7日開催

推進

入門編
11日開催

実践編
7日開催

入門編
11日開催

実践編
7日開催

初歩編
３日開催

入門編
1０日開催

実践編
7日開催

初歩編
３日開催

入門編
１０日開催

実践編
７日開催

初歩編
３日開催

入門編
6日開催

実践編
11日開催

Ａ

157

外国人のための生活
便利帳

※予算事業名：在住
外国人支援

区民課

在住外国人に対し、
生活に関する行政情
報を英語・中国語・
ハングルで提供しま
す。

配布 継続 作成 配布 配布 発行・配布 配布 Ａ

158

就業情報の提供

※予算事業名：家内
副業相談

産業振
興課

家庭外において就業
が困難な者に対し、
内職の相談に応ずる
と と も に 、 条 件 に
あった仕事のあっ旋
を行います。

実施 継続
就労率　75％（就
労人数４３名/あっ

旋人数５７名）

内職あっ旋人数
40名

内職あっ旋人数
47名

内職あっ旋人数
６３名

内職あっ旋人数
５０名

Ａ

159
◎ 学 習 支 援
【新規】

保護課

生活に困窮している
家庭に対して学習支
援員を派遣し、子ど
もの学習に関する相
談や助言などの支援
を行います。

－ 実施 準備
支援生徒数３１名
（訪問回数延べ

８５回）

支援生徒数２５名
（訪問回数延べ

９７回）

支援生徒数34名
（面会回数延べ

100回）
支援生徒数47名 Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

160
◎子ども家庭支援セ
ンター運営

子ども
家庭支
援セン
ター

３歳までの子どもと
その保護者がゆった
りくつろぐことがで
きる親子の遊び場を
提供します。
また、親子で楽しく
遊べる行事を実施し
ます。

3センター
月～土曜日

開設
継続

3センター
月～土曜日

開設

3センター
月～土曜日

開設

3センター
月～土曜日

開設

3センター
１分室

月～土曜日
開設

3センター
１分室

月～土曜日
開設

Ａ

161

◎親子遊びプログラ
ム

※予算事業名：
子ども家庭支援セ

ンター運営

子ども
家庭支
援セン
ター

子ども家庭支援セン
ターで子育て中の保
護者とその子どもを
対象とした講座･講演
会の開催や交流の場
を提供します。

570回 継続 623回 706回 725回 641回 762回 Ａ

162

１歳のお誕生会

※予算事業名：
子ども家庭支援セ

ンター運営

子ども
家庭支
援セン
ター

１歳になる子どもを
対象に子ども家庭支
援センターでお誕生
会を開催し、子ども
の成長がわかるよう
手型・足型をとりま
す。

各センター
月１回

継続
各センター

月１回
各センター

月１回
各センター

月１回
各センター

月１回
各センター

月１回
Ａ

163

◎子育て総合相談

※予算事業名：
子ども家庭支援セ

ンター運営、
要 保 護 児 童 支 援

ネットワーク

子ども
家庭支
援セン
ター

子育てに不安や悩み
などを持っている子
育て親子に対して、
専 任 の 相 談 員 が 相
談 ・ 援 助 を 行 い ま
す。また、子育てに
関する情報の提供、
援助の調整を行いま
す。

実施 継続 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

164

◎児童館幼児タイム

※予算事業名：児童
館管理運営

児童保
育課

児童館で幼児を対象
とした事業を開催し
ます。

実施 推進 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

165

子育てひろば

※予算事業名：保育
所運営

児童保
育課

区立保育園で保育士
が一緒に遊んだり、
子育てに関する相談
に応じたりします。

各園実施
保育園合同行事

3回
継続 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

7

◎ 乳 幼 児 健 康 診 査
【再掲】

※予算事業名：母子
健康診査

保健
サービ
ス課

乳幼児の健康管理と
健全な発達・育成を
支援するため、乳幼
児に対する健康診査
を実施します。

受診率
94.0%

受診率
97.0%

166

◎乳幼児家庭教育学
級

※予算事業名：家庭
教育の振興

生涯学
習課

家庭教育力を一層高
めるため、乳幼児の
保護者を対象に、乳
幼児家庭教育学級を
実施します。

4会場 継続 ４会場 4会場 ４会場 4会場 4会場 Ａ

167

◎家庭教育学級

※予算事業名：家庭
教育の振興

生涯学
習課

家庭教育力を一層高
めるため、幼稚園・
保育園・こども園・
小・中学校に通園・
通学する子どもの保
護者を対象に、家庭
教育学級を実施しま
す。

43会場 継続 42会場 41会場 42会場 42会場 42会場 Ａ

168

◎家庭教育支援者養
成講座

※予算事業名：家庭
教育の振興

生涯学
習課

子育て中の保護者に
声掛けや情報提供な
ど を 行 う こ と に よ
り、専門機関等への
相談へつなぐ役割等
を担い、家庭教育力
の高い地域の醸成を
図るために支援者を
養成します。

実施 継続 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

169
伝えよう親と子のふ
れあい広場

子ども
家庭支
援セン
ター

子育て中の親子、こ
れから親になる方、
そして子育てを支え
る区民を対象に子守
唄講習会を開催し、
親と子の絆を深め、
子育てを支える区民
と の ふ れ あ い を 通
し、子育て家庭を地
域全体で応援してい
く ま ち を 目 指 し ま
す。

子守唄講習会
3回

受講者満足度
96.2%

継続

受講者満足度
100%

子守唄講習会
3回

受講者満足度
100%

子守唄講習会
3回

受講者満足度
99.2%

子守唄講習会
3回

受講者満足度
96.0%

子守唄講習会
3回

受講者満足度
98.1%

子守唄講習会
3回

受講者満足度
100%

Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

170

子 育 て 自 主 サ ー ク
ル、
ボランティア活動育
成支援

子ども
家庭支
援セン
ター

子育てサークルや子
育てに関連するボラ
ンティア活動の情報
を提供し、地域の住
民が活動に入りやす
いよう支援します。
保育ボランティア講
座を開催します。

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

推進

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

子育て
サークル支援

実施

保育ボランティア
講座
2回

保育ボランティア
フォローアップ講

座
1回

Ａ

171

子育てメールマガジ
ン

※予算事業名：
たいとうメールマ

ガジン

関係全
課

子 育 て 中 の 保 護 者
に、子育てに関する
イベントや講座など
の 情 報 を 配 信 し ま
す。

実施 推進 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

172

子育て当事者による
子育て情報誌の作成

※予算事業名：
子ども家庭支援セ

ンター運営

子育
て・若
者支援

課

子育てをしている保
護 者 の 意 見 を ふ ま
え、より利用しやす
い子育て情報誌を作
成します。

たいとう子育てハ
ンドブックの作成

（隔年）
推進

たいとう子育てハ
ンドブックの作

成・配布
ー

たいとう子育てハ
ンドブックの作成

（隔年）
－

たいとう子育てハ
ンドブックの作成

（隔年）
Ａ

173
◎ 子 育 て ア シ ス ト
【新規】

子育
て・若
者支援

課

多様な子育て支援の
情報を提供するとと
もに、必要に応じて
相談や助言、関係機
関との連絡調整を行
い、子育て支援サー
ビスを円滑に利用で
きるよう支援しま
す。

－ 実施 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

174 民生委員･児童委員 福祉課

地域の身近な相談相
手 と し て 、 民 生 委
員・児童委員及び主
任児童委員の活動を
推進します。

委員数
213人

継続
委員数
20５人

【定数213人】

委員数
20４人

【定数213人】

委員数
208人

【定数213人】

委員数
207人

【定数213人】

委員数
207人

【定数213人】
Ａ
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　別紙①

基本目標４　子育て支援環境の充実を図る

：子ども・子育て支援事業計画関連事業 ◎：重点事業
【評価】 A：達成　B：半数以上達成　C：未達成

№ 事業名 担当課 事業内容
２６年度現況
【策定時参考】

令和元年度に向け
て

の方向性
２７年度実施状況 ２８年度実施状況 ２９年度実施状況 ３０年度実施状況 令和元年度末見込

達成
状況

175 青少年委員

子育
て・若
者支援

課

各 青 少 年 活 動 の 支
援 ・ 協 力 や 相 談 な
ど、学校・地域と行
政を結ぶパイプ役と
して活躍する、青少
年委員の活動を推進
していきます。

実施 推進 実施 実施 実施 実施 実施 Ａ

176 青少年地区活動推進

子育
て・若
者支援

課

区内11地区の青少年
育成地区委員会が、
青少年の健全育成活
動のために実施する
事業を支援し、地域
の教育力を高めてい
きます。

事業等開催数
220回

継続
事業等開催数

２１６回
事業等開催数

216回
事業等開催数

213回
事業等開催数

222回
事業実施見込

220回
Ａ

177
◎下町台東の美しい
心づくり

生涯学
習課

「下町台東の美しい
心づくり」推進方針
に基づき、家庭・地
域・学校・関係機関
が相互に連携しなが
ら、心の教育を推進
できるよう、啓発及
び活動支援を図りま
す。

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

継続

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

区内各地区
活動実施
11地区

地区合同活動
実施

Ａ
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